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　記述式問題の解答例文は、合計１８件、作成しておりますが、「解答例サンプル」として、一例を紹介いたします。



A12. コンクリート構造物の維持管理に必要な点検、評価判定、対策　（600字）

　コンクリート構造物の点検には、日常の巡回によって行う「日常点検」、5～10年の間隔で定期的に細部に渡って点検する「定期点検」、地震や豪雨などの自然災害が発生したときに行う「異常時点検」の３つが主に挙げられる。
　コンクリート構造物の劣化の度合いは、表面に生じたひび割れやはく離、はく落のほか、鉄筋の露出、遊離石灰、さび汁、変色などの損傷によって確認できる。このような損傷の程度や位置、範囲を点検時に正確に記録することで、甚大な損傷に進行することを未然に防ぐ。
　また、点検結果を客観的に評価するため、各機関では損傷に対する判定基準を有しており、国土交通省では平成26年6月に施行された「橋梁定期点検要領」がその一例である。これらの評価・判定基準は補修の優先順位を決めるのに有効であるが、損傷の原因を明らかにするものではない。そのため、対策を検討するに当たっては、損傷の劣化要因に着目した調査を行い、損傷の発生原因を特定するとともに、進行性の有無を判断して、補修・補強の要否や範囲などを決定する。
　特に鉄筋の腐食状況は将来の耐久性に大きく影響するため、内部の鉄筋やPC鋼材の腐食状況を自然電位測定等で的確に把握し、評価することが重要なポイントになる。



